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海洋多重反射波補正した広帯域海底地震計間P波相対走時測定
Measurement of differential P-wave travel time between two BBOBSs with Correction
for crustal reverberation
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マントル３次元地震波速度構造の推定において海洋での観測が全球的に解像するのに欠かせない。しかしながら、海
底での地震観測は一般的に周期５秒以下でノイズレベルが高いため、相の立ち上がりを読むことは困難である。そこで、
約 10秒またはそれ以上の周期帯で波形相関をとり、２観測点間の相対的な走時を測定することが行われている（例えば、
Toomey et al. 1998, Tanaka et al., 2009）。
一方、P波マントルトモグラフィーにおいて、P波走時の分散を有限波長理論を用いてインバージョンに取り入れるこ

とは、分解能の向上に有効であり（例えばObayashi et al. 2013 JpGU meeting）、観測点の少ない海洋下では特に大きな効
果が期待される。Obayashi et al.（2004）は PP波が反射点下の（海洋を含む）地殻多重反射波の影響で分散が生じるこ
とを示した。直達 P波でも観測点下の地殻多重反射の影響はあり、特に海洋の多重反射の影響は無視できない。大林ら
(2012)は地球深部構造由来の分散を広帯域海底地震計で測定すべく、堆積層を含む海洋多重反射の影響を補正する方法
を提案した。それはまず堆積層を含む地殻構造および水深から Haskellのマトリックス法を用いて、観測点下の多重反射
の応答を計算し、多重反射応答を互いの観測波形に畳み込み積分し、波形相関により相対走時を測定するというもので
あった。その際に堆積層の構造が多重反射波の波形に大きな影響を与えるため、堆積層構造の推定が重要であることを
報告した。しかしながら、その後の検討の結果、堆積層が１ km未満と比較的薄い場合には、走時の測定においては構造
の多少の違いはほとんど影響がないことが判明した。
　そこで、我々はフレンチポリネシアに展開した広帯域海底地震計に上記測定法を適用した。BBOBSと島の観測点間

の波形は補正を施すことでたがいに似るようになり、補正法有効であることを示している。観測された分散の特徴と分
散データを取り入れたトモグラフィーの初期結果を報告する。
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